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背景とねらい： 
林地残材由来の改質リグニンは、耐熱性等の性質を有し、耐熱プラスチックとして有

望な素材です。しかしながら、改質リグニンを用いた製品展開は未だ確立されていませ

ん。我々は、改質リグニンを用いた高付加価値製品の開発に取り組み、天然由来の粘土

鉱物とのハイブリッド化により、新規な耐熱ガスバリアフィルム材料を開発しました。

得られた膜材料は、エレクトロニクス素材として用いることができます。 
 

特長と効果： 
改質リグニン－粘土ハイブリッド膜は、改質リグニンと粘土原料を混合し、成膜する

ことで得られるフィルム材料です（図１）。フィルムの内部は、板状の粘土結晶が高密

度に積層した構造を取っているため、粘土結晶が積層した方向の分子（酸素や水素、水

分子）の拡散を抑制し、高いガス遮蔽性を持っています（図１）。典型的なハイブリッ

ド膜のガス遮蔽性は、市販のポリイミドフィルムの 10倍以上になります（表１）。ま

た、無機物である粘土鉱物を主成分とすることから、耐熱性や寸法安定性、電気絶縁性

にも優れています。我々は、ハイブリッド膜が電子デバイス用基板として利用可能なこ

とを示すため、タッチセンサやヒーターデバイス等を試作しました（図２）。また、電

気絶縁フィルムや放熱フィルムとして利用可能なことを示しました。さらに、ハイブリ

ッド膜の連続成膜技術を開発し、ハイブリッド長尺膜の試作も行いました（図３）。連

続成膜技術の開発により、社会実装に必要なハイブリッド膜の連続生産が可能となりま

した。これらの技術開発から改質リグニンを用いたエレクトロニクス素材等製品への展

開が図られます。 
 

 
図 1 改質リグニン－粘土ハイブリッド膜    表１ ハイブリッド膜の物性比較表 

（１）膜の画像、（２）透過電子顕微鏡像   （１代表値、2カプトンのカタログ値）  

 

 
図２ ハイブリッド膜を用いたタッチセンサ  図３ ハイブリッド長尺膜試作品 

 

社会実装の対象と可能性： 

改質リグニン－粘土ハイブリッド膜は、電子デバイス用基板等に利用可能です。我々

は、電子デバイス用基板の中でもスマートメーター（電力量計）用基板に着目していま

す。スマートメーターは、次世代送電網に欠かせない電力量計であり、従来の電力量計

との交換が現在行われています。我々は、スマートメーター用の基板として改質リグニ

ン－粘土ハイブリッド膜を利用するため、その試作と量産化のための課題の抽出を行っ

ています。スマートメーター用基板として用いられれば、改質リグニンを用いた製品の

社会実装が図られます。 
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